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Cisco Nexus Hyperfabric：ファブリックの構成

ファブリック

ファブリックは1つの組織に固有のデバイスの集合であり、各デバイスは1つのファブリックに固有です。ファブリッ
クとは、構成およびモニタリングドメインのことです。ユーザーは個々のデバイスではなく、ファブリックを構成し

ます。ファブリックは、物理デバイスがバインドされ、相互接続されるブループリントでもあります。ブループリント

は、すべての物理および論理設計に準拠するようにします。

これらは、ファブリックブループリントで定義する項目の一部です。

•デバイスモデル

•スパインスイッチ、リーフスイッチ、サーバの数

•デバイスが接続されているポート

• VRFインスタンス、VNI、および VLAN構成

•ルーティング構成

•ファブリック内のデバイスのターゲットソフトウェアリリース

ファブリックブループリントの設計

新しい組織を作成した場合、または既存の組織にファブリックを追加する必要がある場合、Cisco Nexus HyperFabricの
Blueprint Designerを使用して新しいファブリックのブループリントを作成できます。

テンプレートを使用しないファブリックの作成

テンプレートを使用せずにファブリックを作成するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [ファブリック（Fabrics）]を選択します。

ステップ 2 [+新しいファブリックの追加（+Add new fabric）]をクリックし、 [新しいファブリック（New fabric）]を
選択します。

a) 必要に応じて、デフォルト名の横にある編集ボタン（ ）をクリックして名前を変更し、[更新（Update）]
をクリックしてファブリック名を変更します。

名前は一意である必要があり、3～ 120文字を使用できます。名前にはハイフン（-）を含めることが
できますが、その他の特殊文字を含めることはできません。

デフォルトでは、ファブリックには 1つのスイッチ階層があります。

ステップ 3 スイッチ階層を構成するには、次のサブステップに従います。

a) 必要に応じて、デフォルト名の横にある編集ボタン（ ）をクリックして名前を変更し、[更新（Update）]
をクリックしてデフォルトのスイッチ階層名を変更します。
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b) [グループの追加（Add group）]をクリックします。

c) 必要な場合は、デフォルトの名前の横にある編集ボタン（ ）をクリックして名前と短縮名を変更し、

[更新（Update）]をクリックすることで、デフォルトのグループ名と短縮名を変更します。

d) グループの上部にあるドロップダウンリストからスイッチモデルを選択します。
e) ハードウェアセットの名前を入力し、その他のフィールドに入力します。

Cisco Nexus HyperFabricでは、デバイス名の一部としてハードウェアアセット名を使用します。

デフォルトでは、グループに 1つのハードウェアアセットがあります。ハードウェアアセットをさら
に追加する場合は、 [ハードウェアアセットの追加（Add hardware set）]をクリックしてから、このサ
ブステップを繰り返します。

f) 別のスイッチグループを追加する場合は、サブステップ 3.b（2ページ）以降のサブステップを繰り
返します。

g) 別のスイッチ階層を追加する場合は、[ティアの追加（Addtier）]をクリックし、[スイッチ（Switches）]
を選択して、この手順全体を繰り返します。

単一スイッチファブリックまたはメッシュファブリックをスイッチモデルで設計する場合、スイッチグ

ループを 1つだけ作成します。別のスイッチモデルを追加する必要がある場合は、別のスイッチグループ
を追加します。たとえば、2つのスイッチグループ（1つはスパインスイッチ用、もう 1つはリーフス
イッチ用）を使用して、スパインとリーフのトポロジを作成できます。

スイッチを選択すると、Cisco Nexus HyperFabricによってトポロジが更新されます。

ステップ 4 [グループ接続（Group connections）]の [スイッチグループ（Switch groups）]領域で、ボックスをクリッ
クして、対応するスイッチグループ間の接続を構成します。

スイッチグループ間の接続がボックスのマトリックスで表示されます。マトリックスは、スイッチを相互

にどのように接続するかを定義します。マトリックスの上部と側面のラベルはスイッチグループの名前で

構成され、ラベルは両軸で同じです。

各ボックスには、スイッチグループペアごとの接続数が表示され、A、B、または Cなどの文字が付いて
います。[接続（Connections）]プロパティは、接続数を指定します。これは、サブステップで示すように
変更できます。各文字は、スイッチ PIDの一意のペアを示しています。これにより、異常や構成ミスを一
目で特定できます。

左のラベルで指定されたスイッチグループのスイッチは、一番上のラベルで示されたスイッチグループの

スイッチの下に接続されます。例外は、スイッチグループが両方の軸で同じである場合です。この場合、

そのグループのスイッチは相互接続されます。

例として、「スパイン」という名前のスイッチグループに 2つのスイッチがあり、「リーフ」という名前
の別のスイッチグループに 4つのスイッチがあり、グループ間の [接続（Connections）]に「2」を指定す
るとします。これは、8組のスイッチがあることを意味します。2つの接続を指定したため、グループ間の
合計接続数は 16になります。

ボックスをクリックすると、 [スイッチグループ（Switch groups）]エリアの右側にグループ接続のプロパ
ティが表示されます。複数のボックスをクリックすると、これらの各グループ接続を同時に表示できます。

選択したスイッチグループの接続に対して、次のサブステップを実行します。

a) 編集ボタン（ ）をクリックして、プラガブルモジュールの PIDを選択。
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[<switch_group>から <switch_group>の場合 PIDを指定する（Select PIDS for <switch_group> to
<switch_group>）]ダイアログが表示されます。最初のスイッチグループの下部のテーブルから PIDを
選択、 [ケーブル（Cable） ]ラジオボタンを選択して PIDを選択し、2番目のスイッチグループのラ
ジオボタンを選択して PIDを選択します。テーブルの上にあるフィールドを使用して、テーブルを
フィルタリングできます。

完了したら、 [選択（Select）]をクリックします。

b) [接続（Connections）]に、スイッチペアごとの接続数を入力します。

これは、スイッチグループ間の接続の合計数ではありません。

c) [ケーブル接続方法（Cabling strategy）]の場合は、スイッチをケーブル接続する方法を選択します。

d) このスイッチグループに対して IPMプローブを有効にする場合は、[IPモードでのプローブを有効に
する（Enable IPM proving）]をオンにします。

e) スイッチの自動ケーブル接続をオーバーライドする必要がある場合は、 [手動オーバーライド（Manual
Overrides）]エリアで、[オーバーライドの追加（Add override）]をクリックし、[接続オーバーライ
ド（Connection override）]を選択します。

左のオプションボタンがデフォルトで選択されています。左側の並べて表示するで、ドロップダウン

リストからデバイスとポートを選択し、テーブルからプラガブルを選択します。

[ケーブル（Cable）]ラジオボタンを選択、PIDを選択します。

右のラジオボタンを選択します。右側の並べて表示するで、ドロップダウンリストからデバイスと

ポートを選択し、テーブルからプラガブルを選択します。

[選択（Select）]をクリックします。

ステップ 5 ファブリックにサーバを含める場合は、次のサブステップに従います。

a) [階層の追加（Add tier）]をクリックし、 [サーバ（Server）]を選択します。

デフォルトでは、サーバ階層に 1つのサーバグループがあります。

b) 必要な場合は、デフォルト名の横にある編集ボタン（ ）をクリックして名前を変更し、[更新（Update）]
をクリックしてデフォルトのサーバ階層名を変更します。

c) 必要な場合は、デフォルトの名前の横にある編集ボタン（ ）をクリックして名前と短縮名を変更し、

[更新（Update）]をクリックすることで、デフォルトのグループ名と短縮名を変更します。

d) グループの上部にあるドロップダウンリストからサーバモデルを選択します。
e) ハードウェアセットの名前を入力し、その他のフィールドに入力します。

Cisco Nexus HyperFabricでは、デバイス名の一部としてハードウェアアセット名を使用します。

デフォルトでは、グループに 1つのハードウェアアセットがあります。ハードウェアアセットをさら
に追加する場合は、 [ハードウェアアセットの追加（Add hardware set）]をクリックしてから、このサ
ブステップを繰り返します。

f) 別のサーバグループを追加する場合は、 [グループの追加（Add group）]をクリックし、サブステップ
5.c（3ページ）と後続のサブステップを繰り返します。

g) 別のサーバ階層を追加する場合は、この手順全体を繰り返します。
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h) ファブリックに GPUを備えたデバイスが含まれている場合は、 [East-Westサーバポート接続のレー
ルグループ管理（Manage rail groups for East-West server port connections）]領域で、 [レールグルー
プの追加（Add rail group）]をクリックし、グループのフィールドに入力します。

• [レールグループ名（Rail group name）]：新しいグループ名を入力します。

• [短縮名（Short name）]：短い名前を入力します。

• [幅（Width）]：GPUサーバの数を入力します。

• [カウント（Count）]：8を入力します。現在、これが唯一可能な値です。

• [配置方法（Placement strategy）]：方法を選択。現在、サーバには [分散（Distributed）]のみ選択
できます。

• [スイッチグループ（Switch group）]：このレールグループを接続するスイッチグループを選択
します。

i) [サーバポートグループからスイッチグループへ（Server port groups to switch groups）]領域で、次
の項目を構成します。

• [プラグ接続可能 PID（Pluggable PID）]：プラグ接続可能を選択します。

• [接続（Connections）]：デフォルトでは、可能な接続の最大数に設定されています。この値は変
更できません。サーバポートグループに接続しない場合は、[スイッチ/レールグループ（Switch/rail
group）]から値を削除します（存在する場合）。

• [ケーブル接続方法（Cabling strategy）]：方法を選択します。

• [ケーブル PID（Cable PID）]：ケーブルを選択します。

• [IPMプローブの有効化（EnableIPM proving）]：IPMプローブを有効または無効にします。

• [スイッチ/レールグループ（Switch/rail group）]：スイッチグループまたはレールグループを選
択します。

ステップ 6 [ファブリックブループリントのパスワードを変更 fabricブループリント）]をクリックします。

[ファブリックブループリントの保存（Saving fabricブループリント）]ダイアログが表示され、CiscoNexus
HyperFabricがブループリントを生成したことが示されます。

ステップ 7 Cisco Nexus HyperFabricでケーブル配線計画を今すぐ作成する場合は、 [配線の実行（Run cabling）]をク
リックします。それ以外の場合は、 [トポロジに続く（Continue to topology）]をクリックします。

テンプレートを使用したファブリックの作成

事前定義されたトポロジを持つテンプレートを使用して、ファブリックを作成できます。作成するファブリックのサイ

ズに基づいてテンプレートを選択します。

テンプレートを使用して新しいファブリックを作成するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [ファブリック（Fabrics）]を選択します。
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ステップ 2 [+新しいファブリックの追加（+Add new fabric）]をクリックし、 [テンプレートから新規（New from
template）]を選択します。

ステップ 3 [テンプレート（Templates）]ページで、 [AIクラスタ（AIcluster）]または [スイッチファブリック（Switch
fabric）]を必要に応じて選択します。

ステップ 4 必要なトポロジを持つテンプレートを選択します。

ステップ 5 ページの上部にあるデフォルトのファブリック名の横にある編集ボタン（ ）をクリックして名前を変更

し、他の場所をクリックして新しい名前を受け入れます。

ステップ 6 必要に応じてトポロジを変更してから、 [ファブリックブループリントの保存（Save fabric blueprint）]を
クリックします。

ファブリックモードの変更

Cisco Nexus HyperFabricには、クラシックと新しいという 2つのファブリックモードがあります。AIクラスタの導入
前に作成されたファブリックはクラシックモードを使用しますが、AIクラスタの導入後に作成されたファブリックは
新しいモードを使用します。[ファブリック（Fabrics）]ページと [インベントリ（Inventory）]ページから、いずれか
のモードのすべてのファブリックを表示できます。ただし、ファブリックの詳細を表示してファブリックを変更するに

は、Cisco Nexus HyperFabricをファブリックと同じモードに変更する必要があります。

ファブリックの詳細を表示しようとしたときに Cisco Nexus HyperFabricが間違ったモードになっている場合、Cisco
Nexus HyperFabricは正しいモードに切り替えるかどうかを尋ねます。次の手順で説明するように、手動でモードを変
更することもできます。

ファブリックモードを変更するには、次の手順に従います。

ステップ 1 GUIの右上にある自分のユーザー名をクリックします。

ステップ 2 [ファブリックモード（Fabric mode）]の場合、トグルをクリックして [クラシック（Classic）]と [新規
（New）]を切り替えます。

ファブリックの変更

組織に対する管理者アクセス権または読み取り/書き込みアクセス権がある場合は、 [ファブリック（Fabrics）]ページ
で既存のファブリックの設計を変更できます。展開されていないファブリック設計から設置され実行中のファブリック

まで、どの段階でも、ファブリックブループリントに変更を加えることができます。

[ファブリック（Fabrics）]ブループリントページは、次の 2つのモードのいずれかで動作します。

•編集モード：これは、管理者アクセス権または読み取り/書き込みアクセス権を持つユーザーのデフォルトモード
です。すべてのファブリック編集オプションが公開されます。

•実行モード：これは、読み取り専用アクセス権を持つユーザーのデフォルトモードです。設定とステータスは表示
されますが、編集オプションは表示されません。管理者アクセス権または読み取り/書き込みアクセス権を持って
いる場合にのみ、編集モードに切り替えることができます。

（注）

このマニュアルのすべての設定手順では、管理者または読み取り/書き込みアクセス権を持ってログインしており、メ
ニューが編集モードになっていることを前提としています。
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ファブリックの変更

この手順は、ファブリック構成を変更するための一般的なワークフローを提供します。

ファブリックを変更するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [ファブリック（Fabrics）]を選択し、設定するファブリックをクリックします。

ステップ 2 ファブリックが編集モードでない場合は、 [編集モードに切り替える（Switch to edit mode）]をクリックし
ます。

ステップ 3 変更を行います。

変更内容を確認、確定、およびプッシュするまで、ファブリックに適用されません。

（注）

ステップ 4 変更を適用する準備ができたら、 [構成の確認（Review configuration）]をクリックします。

[構成の確認（Review configuration）]ページでは、次の情報を確認できます。

•作成者 IDと変更が保存された日時を含む、前回のプッシュ以降の変更に関する簡単な説明のリスト

•ファブリックの JSON構成ファイルの「差分」表示で、このコミットで提案された変更を示します。

ステップ 5 変更を確認し、変更を適用する準備ができたら、 [コミットしてプッシュ（Commit and push）]をクリッ
クします。

ステップ 6 [構成を送信する前のコメント（Comments before sending configuration）]ダイアログボックスに、変更の
理由を入力します。

ステップ 7 [構成のプッシュ（Push configuration）]をクリックします。

ステップ 8 変更のステータスを表示します。

[ファブリック（Fabrics）]ブループリントページで、ファブリックカードを表示して、プッシュされた変
更のステータスを確認します。変更の適用に時間がかかる、または赤いアサーションが生成される場合が

あります。たとえば、インストール済みで実行中のファブリックに変更をプッシュし、その変更がファブ

リックの物理的なケーブル接続と競合している場合は、アサーションが発生します。

ケーブル接続

Cisco Nexus HyperFabricは、デバイスペアごとの接続数とケーブル接続戦略に基づいて、ファブリック内のデバイスを
ケーブル接続する方法を自動的に決定します。ケーブル接続戦略は 2つの概念で構成されます。

最初の概念は、次のとおりです。
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• [厳格（Strict）]：Cisco Nexus HyperFabricは、選択した接続数で各デバイスペアを接続します。何らかの理由でデ
バイスに使用可能なポートが不足している場合、CiscoNexusHyperFabricは、ケーブル接続にエラーがあることを
示しています。

• [ベストエフォート（Best effort）]：CiscoNexusHyperFabricは、可能な場合は、選択した接続数で各デバイスペア
を接続します。ただし、何らかの理由でデバイスに十分な数の使用可能なポートがない場合、CiscoNexusHyperFabric
は、ペアのデバイスを、十分な数の使用可能なポートがある同じスイッチグループ内の他のデバイスに接続しま

す。

第 2の概念は次のとおりです。

• [密度（Dense）]：CiscoNexus HyperFabricは、デバイスの連続するポートをペアリングされたデバイスの連続する
ポートに接続します。連続するポートの数は、選択したデバイスペアごとの接続数と同じです。 Cisco Nexus
HyperFabricは、ペアリングされたデバイスごとに、連続するポートのこの接続を繰り返します。これはスイッチ
間接続に使用されます。

図 1 : 2つのスパインスイッチと 2つのリーフスイッチを使用したスイッチ間高密度ケーブル接続戦略

• [分散型（Distributed）]：Cisco Nexus HyperFabricは、最初のサーバの最初のネットワークインターフェイスカー
ド（NIC）を最初のスイッチの最初のポートに接続し、次にサーバの2番目のNICを2番目のスイッチの最初のポー
トに接続します。サーバが 1つの各スイッチの最初のポートに接続します。 Cisco Nexus HyperFabricは、後続の
サーバでこのプロセスを繰り返しますが、NICは各スイッチの次のポートに接続します。各サーバの NICが各ス
イッチに接続された後、指定された接続数と等しい数の各サーバから各スイッチへの接続数が存在するようになる

まで、プロセス全体が繰り返されます。

図 2 : 2つのリーフスイッチと 2つのサーバによるスイッチからサーバへの分散ケーブル戦略
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ファブリックに同じスイッチグループまたはサーバグループ内のデバイス間の接続が含まれている場合、Cisco Nexus
HyperFabricはまず異なるグループのデバイスペアにポートを割り当ててから、同じグループ内のデバイスにポートを
割り当てます。

サーバのケーブル接続

GPUを備えていないサーバのアップリンク冗長性のために、ケーブル配線戦略は常に分散型です。接続は、スイッチ
のポートからサーバのネットワークインターフェイスカード（NIC）のポートに行われます。

GPUを備えたサーバポートグループも分散ケーブル戦略を使用します。レールグループプロパティでは、これらの
サーバの幅は GPUサーバの数と同じで、数は 8です。

いずれかの場合、同じスイッチに接続するには、各サーバで同じ NIC番号を使用します。したがって、2台のサーバ
（server1と server2）と 2台のスイッチ（switch1と switch2）があるファブリックの場合、両方のサーバの NIC1は
switch1に接続され、両方のサーバの NIC2は switch2に接続します。

スイッチとサーバ間の接続は分散されるため、サーバの後続の各NICは、すべてのスイッチがサーバごとの異なるNIC
から 1つの接続を確立できるようになるまで、異なるスイッチに接続します。その後、各サーバの次のNICが最初のス
イッチに接続され、このプロセスが繰り返されます。

この例を続け、2つの接続を選択した場合、server1には次の接続があります。

• NIC1から switch1

• NIC2から switch2

• NIC3から switch1

• NIC4から switch2

Server2は同じ接続がありますが、スイッチの異なるポートに接続しています。

ファブリックトポロジの変更

スイッチを追加または削除する、または既存のファブリックのトポロジを変更するには、[ファブリック（Fabrics）]
ページに移動します。このメニューでは、ファブリックのブループリントを定義できます。『Cisco Nexus Hyperfabric

スタートアップガイド』の用語のセクションを参照してください。ファブリックを変更すると、Nexus HyperFabricは
新しいブループリントを作成します。

ファブリックトポロジを変更するには、次の手順に従います。

ステップ 1 [ファブリック（Fabrics）]を選択し、変更するファブリックをクリックします。

ステップ 2 ファブリックが編集モードでない場合は、 [編集モードに切り替える（Switch to edit mode）]をクリックし
ます。

ステップ 3 [トポロジ（Topology）]領域で、[ファブリックの編集（Edit fabric）]をクリックします。

ステップ 4 [ファブリックの編集（Edit fabric）]ダイアログボックスで、必要に応じてプロパティを設定します。

a) ファブリック名を入力します。
b) （任意）ファブリックの説明、アドレス、および場所を入力します。
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c) スパインスイッチとリーフスイッチの数を選択します。

単一スイッチファブリックまたはメッシュファブリックについては、リーフスイッチのみを選択しま

す。1つ以上のスパインスイッチを選択する場合は、2つ以上のリーフスイッチを選択して、スパイ
ンとリーフのトポロジを作成します。スイッチを選択すると、トポロジ図が変更され、結果のファブ

リックが表示されます。

ステップ 5 [保存（Save）]をクリックします。

ファブリックトポロジの変更に関する考慮事項

ファブリックトポロジからスイッチまたはケーブルを取り外すと、ファブリックから削除したインターフェイスを通

過するトラフィックに影響します。スイッチやケーブルを追加しても、トラフィックには影響しません。

設計を終了してコミットする

変更内容を確認、確定、およびプッシュするまで、ファブリックに適用されません。

設計を終了してコミットするには、次のステップに従います。

ステップ 1 [構成の見直し（Review configuration）]をクリックします。

ステップ 2 レビューリストで変更を確認します。

ステップ 3 [コメント（Comment）]をクリックして、プッシュします。

ステップ 4 [構成を送信する前のコメント（Comments before sending configuration）]ダイアログボックスに、変更の
理由を入力します。

ステップ 5 [構成のプッシュ（Push configuration）]をクリックします。

このプッシュの一部としてスイッチをバインドした場合は、すべてのスイッチアイコンに緑色の輪郭が表

示されます。

赤色の輪郭は赤色のアサーションを示しており、問題を調査する必要があります。
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イベントビューアの表示

イベントビューアには、デバイスの失敗したアサーション、解決されたアサーション、構成イベントなどのイベントの

時系列が表示されます。

ステップ 1 [ファブリック（Fabrics）]を選択、[ファブリックイベントビューア（Fabric Event Viewer）]を選択しま
す。

ステップ 2 [イベントビューア（EventViewer）]エリアには、失敗したアサーション、解決またはクリアされたアサー
ション、および設定イベントの時系列が表示されます。構成イベントは、折れ線グラフとして個別に表示

されます。ドロップダウンリストから期間を選択します。デフォルトでは、[直前の 1時間（Last hour）]
が選択されています。

ステップ 3 [タイプ（Types）]ドロップダウンリストを使用して、イベントタイプをフィルタ処理します。

候補コメントには、設定のプッシュ時にユーザーが入力したコメントが表示されます。これは

設定イベントにのみ適用されます。
（注）

ステップ 4 [説明（Description）]列で、 [プッシュされた構成（Configuration push）]をクリックして追加の詳細を表
示します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


